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破産手続開始の申立て及び破産手続開始決定に関するお知らせ 

 

 

 当社は、本日（平成 22 年 10 月 20 日）開催の取締役会において破産手続開始の申立てを行う

ことを決定し、同日、東京地方裁判所に対して破産手続開始の申立てを行い、受理されますとと

もに、同裁判所より同日午後６時、破産手続開始決定がなされましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

 関係者の皆様には多大なるご迷惑をお掛けする事態となりましたことを心よりお詫び申し上

げます。 

 

１．申立の理由 

 当社は、当社グループの経営管理全般を行う持株会社であり、当社グループの事業は、「ネッ

トインフラ構築事業」、「サーバーソリューション事業」及び「情報サービス事業」から構成さ

れております。 

 当社(当時の商号はＴＣＢテクノロジーズ株式会社)は、平成 21年８月 31日、株式会社フリ

ーポートの株式及び株式会社ディーアンドアール・インテグレイツの株式を取得することによ

り、両社を 100％子会社とするとともに、同年９月１日、当社の事業を新設分割の方法により、

新たに設立したＴＣＢテクノロジーズ株式会社に承継させ、当社グループは持株会社制へと移

行いたしました。 

 しかしながら、株式会社フリーポート及び株式会社ディーアンドアール・インテグレイツの

買収による資金の流出は、当社グループの売上高の規模に比して過大な負担であり、当社の資

金繰りを圧迫し、財務状況を著しく悪化させることとなりました。 

 こうした状況の中、当社は、財務状況の改善のために資金調達に向けた活動を積極的に行っ

て参りましたが、十分な資金調達を行う目処は立たず、また、持株グループ会社移行後に実施

した新オフィスへの移転に係る費用及び同オフィスの賃料負担並びに過大な人件費負担等が財

務状況の悪化に拍車を掛ける結果となり、早晩資金繰り破綻することは必至という状況に陥っ

たため、やむなく破産手続開始の申立てを行うに至りました。 
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２．負債総額（平成 22年９月 30日現在） 

 約２億 5823万円 

 

３．今後の見通し 

 今後に関しましては、裁判所及び破産管財人によって破産手続が行われていくことになりま

す。なお、当社グループの子会社３社（ＴＣＢテクノロジーズ株式会社、株式会社フリーポー

トおよび株式会社ディーアンドアール・インテグレイツ）については、破産手続の対象となっ

ておらず、通常どおり営業を継続いたします。 

 

 

（参考） 

１．申立ての概要 

（１）申 立 日 本年 10月 20日 

（２）開始決定日 同上 

（３）管轄裁判所 東京地方裁判所 

（４）事 件 名 破産手続開始申立事件 

（５）事 件 番 号 平成 22年（フ）第 17559号 

（６）申立代理人 弁護士 南 賢一他５名（西村あさひ法律事務所） 

（７）破産管財人 弁護士 蒲野 宏之（蒲野綜合法律事務所） 

 

２．当社の概要（申立日現在） 

（１）商 号 ＴＣＢホールディングス株式会社 

（２）本店所在地 東京都渋谷区道玄坂二丁目６番 17号 

（３）設立年月日 平成８年７月 23 日 

（４）代 表 者 代表取締役社長 大嶽 貞夫 

（５）資 本 金 金６億 628万 2066円 

（６）発行済株式数 16,868株 

 

以  上 


